
東

モ
ラ
ル
重
視
の
社
員
教
育
で

業
界
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る

Ｄ
Ｓ
Ｋ

（
千
葉
）

1932

佐々木 雄太 会長

若
き
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
た
ち
が
貫
く
熱
い
志
と
プ
ラ
イ
ド

チ
ー
ム
力
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
関
東
屈
指
の
解
体
事
業
者

熱い志と固い仲間意識を共有する解体工事のスペシャリスト集団

清潔感漂う市川市の本社外観

　

さ
ら
に
仕
事
の
品
質
と
顧

客
満
足
度
を
高
め
、「
必
要
と

さ
れ
る
現
場
を
増
や
し
た
い
」

と
語
る
佐
々
木
会
長
。
同
社
の

成
長
と
活
躍
が
建
設
業
界
の

マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
壊
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
。　
　
　

 （
谷
）

【
会
社
デ
ー
タ
】

本
社
＝
千
葉
県
市
川
市
高
谷
２

–
21
–
40

☎
＝
０
４
７
–
３
１
８
–
９
９
８
８

設
立
＝
２
０
１
５
年
４
月

社
員
数
＝
65
名

売
上
高
＝
30
億
円

事
業
内
容
＝
総
合
解
体
事
業
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京
都
内
を
中
心
に
総
合

的
な
解
体
工
事
・
改
修

工
事
を
展
開
し
、
特
に
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
床
や
壁
を
手
作
業
で

壊
す
「
斫
り
（
は
つ
り
）
工
事
」

で
は
関
東
屈
指
の
実
績
を
誇
る

株
式
会
社
Ｄ
Ｓ
Ｋ
。
設
立
８
年

目
に
し
て
、
メ
デ
ィ
ア
も
注
目

す
る
高
層
ビ
ル
や
公
共
施
設
な

ど
、
す
で
に
数
々
の
名
だ
た
る

大
規
模
建
造
物
の
解
体
工
事
を

手
掛
け
て
い
る
。

「
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
大
前
提
。
一
つ
と
し
て

同
じ
現
場
が
無
く
、
常
に
挑
戦

で
き
る
解
体
の
仕
事
は
難
し
い

ほ
ど
面
白
い
。
若
い
な
が
ら
も

豊
富
な
経
験
を
積
ん
で
い
る
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
各
事
業
部
の

ト
ッ
プ
や
現
場
の
最
前
線
に
い

る
こ
と
が
当
社
の
強
み
で
す
」

　

と
話
す
の
は
、
解
体
工
事
の

仕
事
が「
天
職
」だ
と
話
す
佐
々

木
雄
太
会
長
。
建
設
業
界
に
飛

び
込
む
前
は
料
理
人
と
し
て
腕

を
振
る
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

創
業
以
来
、
斫
り
工
事
を
は

じ
め
、
重
機
を
使
っ
た
工
事
や

内
装
解
体
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

工
事
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
工
事
な

ど
を
自
社
一
貫
で
担
え
る
特
殊

な
技
術
力
と
経
験
値
を
積
み
上

げ
て
き
た
同
社
。
常
に
満
足
度

の
高
い
仕
事
を
心
掛
け
、
そ
の

た
め
の
準
備
は
怠
ら
な
い
。

「
一
人
ひ
と
り
の
志
が
高
く
、

い
つ
も
〝
何
の
た
め
に
仕
事
し

て
い
る
の
か
〞
を
考
え
て
い
る
。

Ｄ
Ｓ
Ｋ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
こ

と
に
プ
ラ
イ
ド
を
持
ち
、
高
い

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
働
け
る
環

境
も
整
え
て
い
ま
す
」

　

と
語
る
佐
々
木
会
長
は
、
独

立
前
に
解
体
工
事
会
社
を
数
社

渡
り
歩
く
中
で
、
自
分
が
「
嫌

だ
」
と
感
じ
た
こ
と
を
無
く
す

こ
と
か
ら
会
社
作
り
を
始
め
た

と
い
う
。
現
場
で
使
う
道
具
や

設
備
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を

充
実
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
視

野
を
広
げ
る
た
め
に
資
格
取
得

も
サ
ポ
ー
ト
。
社
員
全
員
が
月

給
制
の
正
社
員
で
、
社
会
保
険

に
も
加
入
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
未
だ
解
体
工
事
会
社

に
「
荒
く
れ
の
職
人
集
団
」
と

い
う
印
象
が
残
る
中
で
、「
モ

ラ
ル
」
重
視
の
社
員
教
育
に
注

力
し
て
き
た
佐
々
木
会
長
。
協

力
会
社
を
含
め
る
と
２
０
０
名

近
い
ス
タ
ッ
フ
に
礼
儀
や
時
間

の
厳
守
、
周
囲
へ
の
目
配
り
、

相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
気

遣
い
を
徹
底
さ
せ
て
い
る
と
い

う
。

「
社
員
一
人
ひ
と
り
が
会
社
の

顔
で
あ
り
、
営
業
マ
ン
。
義
理

人
情
と
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら

人
と
し
て
も
成
長
し
、
胸
を
張

っ
て
解
体
と
い
う
仕
事
の
魅
力

を
発
信
し
て
欲
し
い
で
す
ね
」

　

と
話
す
佐
々
木
会
長
が
「
創

業
時
に
思
い
描
い
た
会
社
に
な

っ
て
い
る
」
と
い
う
背
景
に
は

順
調
な
業
績
だ
け
で
な
く
、
仲

間
意
識
が
高
い
社
員
た
ち
が
絆

で
育
む
チ
ー
ム
力
が
あ
る
。

「
人
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け

な
い
。
当
社
に
は
仲
間
を
思
い
、

助
け
合
え
る
人
材
が
揃
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
上
で
各
自
が
現
場

で
い
か
に
貢
献
で
き
、
お
客
様

に
喜
ば
れ
る
か
を
追
求
し
て
い

る
の
で
す
」（
佐
々
木
会
長
）


